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スターチスの同一株から分離された違った病微を発現する
2種の cucumbermosaicvirusについて
井上成信 ･前田字療 ･Harm HUTTINGA-･光畑輿二
スタ-ナスにモザイク斑や萎縮症状を発生する病原ウイルスとして.著者らは既に1987
年 cucumbermosaicvirus(CMV)とturnipmosaicvirusの2種類を検出して同定し,
それらの諸性質について報告した5).引き続き色々の病徴を現す病株の摘rl;(ウイルスを検束
[巨 汁液接種を行ったツルナの同一接椎葉に多数の退色斑点と少数C7)えそ斑点の形成が観
察された(PlateI-4).その退色斑点とえそ敗卓を生ずる病原ウイルスが別種のものでは
ないかと考え,それぞれを分離して同定実験を行ったところ,両者ともCMVであること
が判明した.しかし,両ウイルスの寄主範囲と病徴を調べて見ると,色々の宿主における
病徴発現に違いのあることが認められた.このことは,違った症状を現す2つのタイプの
CMV が同一株のスターチスに混合感染していたことを示している.このような事実は病
原ウイルスを検索し,同定 .分類並びに生態学的研究,さらにウイルスの遺伝子解析を行
わんとする場合,よく認識しておくべき重安な事柄であると考える.本報告はそれら病徽
発現の違った2つのCMVの性状について,特に病原性を中心とした2,3の比較実験を
行った結果について記述したものである.
実験材料及び方法
スターチス(分離株番号 Statl2)のモザイク病薬汁液をツルナに擦 りつけ接種 し.生じ
た同じ接種葉の退色斑点とえそ斑点 (Plateト 4)の畢-局部病斑をそれぞれ分離して再
びツルナに接穂した.更にツルナ葉を用いて,形成された退色斑点とえそ斑点のそれぞれ
の単一局部病斑分離を10回繰 り返して,遜った病斑を現す2種のウイルスを単離した.本
報告では,ツルナの接種薬に退色班点を形成するウイルスを CS系 (Plate I15).えそ
斑点を形成するウイルスを N系 (Plateト 6)と仮称して記述することとした.
採集標本及び分錐した両病斑型ウイルスに感染したツルナの病葉をそれぞれ凍結乾燥し
て保存し,実験用ウイルスは両分離株とi)ツルナ及びタバコに継代培蕃 して供試Lた.汁
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液接楓 アブラムン伝搬,汁液中での安定性などの諸実験はほぼ常法によって行った.戻
し接種や物理性試験での検定植物にはツルナまたは Chenof)odium amaranticolorを用い
た.ウイルス粒子の電顕観察は Dip法による試料及び部分純化試料によって行った.
dsRNA分析 :CS及びNの両系統に間柄したツルナ,タバコ(Samsun),及び〟icotiana
glutinosa葉から,Valverdeetal.(1990)の方法に従い抽出した (フェノール抽出及び2
回の CF-11セルロ-スクロマ トグラフィ)dsRNAを,1%アガロースゲル屯気泳動で分
析した.E亡Brで染色されたdsRNAは紫外線 (UV)照射 (366nm)下で観察した.その
他の実験法の詳細は各項毎に必要に応じて出述する.
実 験 結 果
1.原寄主での病徴
スターチス :葉にモザイク斑紋を生 じ,茎にモザイクと軽いえそ斑を生じた (PlateI-
1).花には特記する症状か見られなかった,
2.伝 搬
CS系及びN系の両ウイルス分触珠とも汁液接種で谷易に伝染した.アブラムン伝搬試
験は,モモアカアブラムシを1時間絶食させたのち,CS系では曜病タバコ (Samsun)上
で,N系では曜病 タバコ (Samsun)及びツルナ上で,それぞれ30秒 (探 り挿入),lo牙,
30分,1時間,4時間,24時間獲得吸汁させ,CS系では接種植物のタバコ(WhiteBurley)
の小首上に1本当たり5匹ずつ,N系では接種植物のタバコ (White Burley)と 〃.
glulinosa,ツルナにそれぞれ 1本または1築当たり5匹または10匹ずつ移して接種吸汁さ
せ,2時間後に殺虫した.N系はワタアブラムシとタバコ (WhiteBurley)を用い,獲得
吸汁30秒及び10分と接種吸汁24時間の組合せによる伝搬試験も行った,感染有無の確認は
病徴発現により,また必要に応じてツルナに戻し接種して検定した.その結果,CS系はモ
モアカ77ラムシによって30秒間及び10分間の獲得吸汁でも容易に移され,非永続的に伝
搬された.しかし,N系は,上記C7)伝搬試験をモモアカ77小ラムシでは6回 (供試総数 :
2.070匹),ワタ77ラ ムシでは1回 (総数 :60匹)行ったが,伝搬されなかっ/こ.そこで,
N 系は,さらにモモアカアブラムシと接種源柏物にツルナ及び N.glutinosaを用い,30
秒及び5分間の獲得吸汁と接種吸汁5分間の組合せによる試験を数回行ったが,いずれも
陰性であ-Jた (接種植物 :C.quinoa薬21枚,ツルナ兼22枚,タバコ (WhiteBurley)10
本を供試 ;アブラムシは接種植物 1葉または1本当たり10匹宛 .供試77やラムシ数570匹).
3.寄主範囲と病徴
両ウイルス分離株をそれぞれ11科44種に接牲したところ,CS系では10科31種に全身感染,
6科10椎に局部感染し,2科 3種には感染せず,N系は8科23種に全身感染,8科16種に
局部感染し,1科5校には感染しなかった.寄主範囲の点で,両者間の違いをあげると,
N系は,CS系が全身感染したツルナ,カボチャ,セイヨウカボチャ,スイカ. りヨクト
ウ,ナデシコ,ケイトウなどには,局部感染のみであった.Daluraslramoniumには,CS
系は局部感染のみであったが,N系は全身感染した.現れる病徴の点では,両者間に局部
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病姓,全身病徴ともにかなり違いが見られ,とくに局部病班がCS系は退色艶卓,N系は
えそ斑点を形成する植物が多かった.Tablelに,主要な検定植物における両ウイルスの
反応を示すとともに,次に両者間の特記する主な病徴発現を比較して記述する.
スターチス :両ウイルスとも全身感染した.CS系は漉淡明瞭なモザイクを生じたが.過
色部が広く,その部分に緑色部が残り(Plateト2),またそれか軽い火ぶくれ症状となる
ものもあった.N系はモザイク斑がやや不鮮明で,少しちぢれ症状となった(P一ateI-3).
CS系とN系との混合接種では,退色斑点と退色輪点とを生じて,のち拡大し,退色斑の
広い明瞭なモザイクとなった.ちぢれ症状は現れ1=株と現れない株とが見られた.
ツルナ .CS系は接唖薬に初め 3mm大,のち5- 7mm大になる拡大性の退色斑点を生
じた (PlateI-5).古くなると,退色斑点の周りに軽いえそを形成するものが見られた.
また全身感染して退色斑点を生じ.その部分が萎縮して非がゆがみ,変形した (Plate1-
7).N系は接種薬に 1mm大の白色のえそ斑点及び1.5-2mm大のえそ輪点を生じたが,
全身感染しなかった (Plate I-6).CS系とN系との混合接種では,接種兼に退色斑点
と多数のえそ斑点を生じた.全身感染して,上兼にやや拡大性の退色斑,6.を生じ.その周
りに軽いえそを形成して,その部分が萎縮して変形した.
タバコ (WhiteBurley,Samsun):全身感染の病徴として,CS系は明瞭なモザイク斑
を生じたが,棄先では退色部が幅広く,やや発育不良となり,また細まった.薬全面が退
色する葉もみられたが,接種葉の上5-7番目あるいは7-9番目より上部では病徴がマ
スクされる葉が見られた くPlate ト8右).N系は渡淡明瞭なモザイク斑を生じ.かつ賓
縮した.その後発生した上部兼には初め明瞭で小さな退色斑を多数生じ,のちえそt_･伴う
モザイク斑となり,少し萎縮した (Plate I-8左).
Nicolianag/ulinosa:両ウイルスとも全身感染Lた.CS系は接種菜にはごく淡い退色斑
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点を生ずる程度であったが,上薬には退色部の広い磯淡明瞭なモザイク斑を生じ,襲位に
よっては兼先の葉肉郡の発育が悪く,細くなった.新蕪は発育不良及び萎縮して小栗とな
り.緑色部がときに火ぶくれ権状を起こすことも見られた (PlateIト1).N系は接種英
に淡褐色の不鮮明なえそ斑点を生じ,上兼には多数の小退色斑点からなる明瞭なモザイク
斑を生じたが,某面がでこぼこし.退色斑の中心にえそ斑点を形成するものt)見られた(Plate
】卜2).また葉先や周縁部がやや萎縮し,乾燥様症状を示すこともあり,ときに火ぶくら
症状も見られた.CS系は上部葉柄間の茎かやや伸びて長くなり,N系は伸長が遅れた.
トマト二CS系は全身感染してモザイクを生じたか,薬肉部の発育が劣って細兼となり,
やや萎縮した (PlateIト3).N系は上兼に明瞭なモザイクを生じたが,細葉及び萎縮を
生じなかった (PlateH-4).
スイカ 二CS系は桔粒菜に退色斑点を生じたが (P一ateIl16),N系は接穐葉に1mm大
の鞍褐色のえそ斑点を生じ,中心から枯死した (Platel-7).CS系は全身感染し,退色
斑を生じた.
カボチャ:CS系は接種菜に退色斑点を牛じ(PlateII-8右),また全身感染して明瞭な
退色斑点からなるモザイク斑を生じた (Platell-5).N系は接憧集にえそ斑点を生じた
が,全身感琉しなかった (PlateIト8左).
ササゲ :CS系は接種葉に1-2mm大のえそ艶与を生じ(Platelト9左),N系は接椎
葉に針点状のえそ斑点を生じた (PlateIト9右).両ウイルスとも全身感染しなかった.
ヒャクニチソウ :CS系は全身感染して漉淡明瞭なモザイク斑を生じ (PIateHtll),N
系は上薬に博い退色斑点からなる不明瞭なモザイクを生 じた (Platel卜2).
セン二チコウ:CS系は接種葉に退色斑点を生じ,のち中心灰褐色となる赤紫色のえそ斑
点を生じた(Platem-3).全身感染して,上薬には小さい退色斑点の集合によるモザイク
斑を生じた.N系は接種薬に灰白色の斑点及び輪点を生じ,のち拡大してゆ合し,不定形
の白色えそ斑となり,枯死した(Platel卜4).上薬には初め退色斑点を生じ,のち幅広い
不定形の白色のえそ斑を,さらに周縁に赤褐色のえそを4:-じ,のち枯死した(Platem-5).
Chenopodiumquinoa'CS系は接種集に退色斑点を生じた (Plate11-6)が,N系は
接稚黄にえそ斑点を生じた (PlateH1-7).両ウイルスとも全身感染しなかった.
4∴十液中での安定性
タバコ(W≠teBuley)の病葉汁液を用い,黒檀三尺ササゲ上で,本ウイルスの安定性を
調べた.CS系では,不活化温度が65-70℃ (lo牙),希釈限度か10~4-10-5,保存限度が
2-4日であった.N系は不活化温度が55-60℃(lo牙),希釈限度が10-3-10~4,保存限
度が2-4日であった.
以上,病汁液中での安定性は N系かCS系よりやや感かった.
5.ウイルス粒子
感染柑物からの Dip法で作製した試料及び部分純化試料について電顕観察したところ.
両分雛株ウイルスの粒子はともに径約29nmの球状であった (PlateⅣ-3,4).
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6.ウイルスの純化
血清反応に供成するCS系ウイルスr/)郡骨純化は,ツルナの接種集を0.5M (えん鍛接
循液 pH6.5(0.2%TGA,0.005MEDTA加用)で磨砕｣,クロロホルム (1/′3畠)
で3分間振過して5,000rpmで15分間遠心分服した.その上清に10/.TritonX-loo,80/.
PEG6000を加えて30分間振近し,8,000rpmで20分間遠心分触した.その沈殿を0,005M
ほう酸-EDTA緩衝液pH9,0に溶解L,8,000rpmで20分間遮心分離して,部分純化ウイ
ルスを得た.N系ウイルスの部分純化は上記の緩衝液ではうまくいかず,次のように岩下
の変更を行った.即ち壕初の兼の磨枠には.0.5Mほう酸緩衝液 pH8.0(0.2%TGA加
用)を用い,また PEG沈殿の溶解には0.UtM りん酸綬衛液 pH7.0を用いた.その他の
処理はCS系の場合と同じであった.このような方法により両ウイルスの部分純化試料を
得た.しかし,N系ウイルス粒子はやや不安定であった.
7.血 清 反 応
ホルマリン同定■ノた部分純化試料を用いCMV-Y(Ysero亡ype)抗血清及びCMV-Ca】a-
nthe系統 (CMV-CaI,Pserotype)抗血糖6埠用いて寒天ゲル内二重拡散法により,CS
系,N系,CMV-Y及びCMV-Cat'(Cat-28供試)の血清反応試験を行った.その結果,
Pla亡eⅣ-1L見ら.jLろように,CMV-Y抗血清を用いた場合,いずれの抗原ともよく庶応
したが,CS系及び N某とCMV-Yとの剛の沈降帯は完全にゆ合 し.CS系.N系及び
CMV-YとCMVICaTとのFlr,Jの沈降常では前3者にSpurが形成された.一方CMV-Cal
抗血潤を用いた場合,いずれともよく反応したが,CMVICalとCS系,N系及びCMV
-Yのそれぞれとの間の沈降帯では前者CMV-CalにSpurが形成された (PlateⅣ-2).
この結果から,CS系,N 系及び CMV-Yの抗原性は美酎以しており,またこれらの血清
型はYsero[ypeであること,これら3着とCMV-CaTとの間に興和抗原の存在が認めら
れた.
8.干渉効果試験
N系ウイルスを1次接穂ウイルス,CS系ウイルスを2次接･睦ウイルスとして,タバコ
(WhiteBurley,SalTISun)で干渉効果を調べた.2次ウイルスを接種してから2週間後,
戻し接種として上部モザイク病巣磨砕71枚をツルナに接種して,接種頻の病斑製と全身感
染の有無を調べた.対照には CS系のみ及び N 糸のみを接種Lf=病柴汁液をツルナに接
種し,更に CS系病葉汁液と N 系病菓汁液とを等星混合してツルナに棲捜した.その結
果, 1)1次ウイルスとして N系のみを接種し,2次ウイルスの CS系を接種しなかっ
た葉の病薬汁液をツルナに接椛した場合.接穂韓に灰褐色のえそ斑点を鞍じ,全身感染を
しなかった (病徽Nタイプ).2)1次ウイルスを接種しないで,2次ウイルスのCS系
のみを接種した病薬汁液をツルナに横様した場合,按椎葉に退色斑を生し.また全身感染
して上薬に退色艶牛を生じた (病徴CSタイ7つ).3)1次ウイルスに N系を按櫛 して全
身感染したモザイク病築上に,2次ウイルスCS系を接種 した喪の上部菜汁液をツルナに
接種した場合,接捜薬に灰白色のえそ地点を生じ,上兼には病斑を生じなかった (病徴 N
タイ7J).4)CS系とN系との病兼汁液を混合してタバコ (WhiteBurley)とツルナに
接種した場合,タバコでは全身感染Lてモザイクを生じたか,その後に発生し/J上薬の-
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部に病徴のマスキングを生じ,ツルナでは接挿確に退色斑点と伏白色のえそ斑点を,さら
に全身感映して上兼に拡大性の退色病斑を生じ,薬が変形した (病徴 CS系とN系の両
タイプ).このようなタバコ及びツルナの全身病徴はCS系による病徴と同じであった.こ
れらの結果から,N系は CS系の感染を干渉し,また CS系とN系とを混合接種 した場
合には,両者のウイルスが同時に感染増殖することが認められた.
9.dsRNAの分析
1%アガロースゲル電気泳勤によって,CS系及(JtN系のそれぞれを接種したツルナ,
タバコ (Samsun).N glutz■nosaの全てから,4柿類の dsRNAが検出された (PlateⅣ
-5).一方,健全植物からはdsRNAは検出さaLなかった.これは両系統に感染した植物
に4種類のウイルス由来のdsRNAが生産されたことを示した.その4穐頬のdsRNAの
分子藍は CMV-Yのそれらと同じであった.しかし,供試の両系統には SateHiteRNA
は兄いだされなかった.
考 察
スター チスに発生するモザイク病の同じ病棟から逼った病斑聖を現す2つのタイプのCMV
が分離された.両ウイルスは,同じ病棟から分粧された球状粒子であったため,初め単一
のウイルスのように思われ,実験を進めていたが,ツルナの接種築上に退色斑点を生ずる
と共に,少数のえそ斑.点か混在して形成されていることを認め,それぞれの病斑型を形成
する病原ウイルスは別椛のものではないかと考えた.そこで,それぞれを弾離して同定実
験を行ったところ,予想外に両者ともCMVと同定された.このことは違った病徴を発現
する2つのタイプのCMVがスターチスに混合感独していたことになり,大変興味深い.
この2つのCMVに対し,ツルナに退色斑点を生ずるウイルスをCS系統,えそ斑点を生
ずるウイルスを N系統とすることにした.
CMVは世界各地に分布し,多種属の植物に感染L,今までに140種以上の植物から分施
され,しかも多くの系統あるいは分椎系統の存在が知られている213L8,9,1り6㌧その判別様式と
しては.寄生性,即ち寄主植物の種類とそれらの反応,伝搬方法,ウイルス粒十の形態,
血清反応で見る抗原性の解析などが主な性質としてあげられている2.3心 0.)'L14･)6)が,さらに最
近では外被蛋白質や核酸の構造の研究も取りしけられるようになった2).本報の両ウイルス
分維株はともにCMV-Y抗血滑と反応し.寒天ゲル内拡散法では沈降常が完全にiJ)合した
ため,景終的に両者ともCMV と判定したものである.両分雛株間の寄生性は Table1
に見られるように,多くの植物での病徴発現に特徴的な違いが見られた.その宿主植物に
おける反応の｣二な相違点は,接種薬における局部病斑について見ると,CS糸は多く宿主に
退色斑点を生じたのに対し,N系はえそ斑点を形成したことである.例えば,CS系はC.
quinoa,ツルナ,スイカ,カボチャ,ボンキンなどの接種薬に退色札束を生じたが,N系
はそれらの植物にえそ斑点を形成 した.また全身感染においても,タバ コ,Daturla
stramom'um,トマ ト,セン二チコウなどでは.病徴発現にかなりの違いが見られた.さら
にツルナやカボチャではCS系は全身感染し,N系は全身感染しなかったことなどがあげ
られる.系統については多くの記載があるか,CS系は,既報の系統にあてはめて見ると,
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既に報告したCMVS)と同じく普通系に近いと思われた.N系は類似の系統関係を明確にす
ることができなかった.しかし,抗原性は両分雛株ともYserotypeであることが認めら
れた.
両ウイルス株の汁液中での安定性は,不活化温度の点で,N系がCS系よりやや不安定
であった.またCS系はモモアカアブラムシによって容易に伝搬したが,N系の伝搬試験
は成功しなかった.CMVの殆どの系統はアブラムンによって非永続的に伝搬されるが,
伝搬されない系統 (MCMV)も検出されており,アブラムシによる伝搬にはRNA3が関
与していることが報告されている1112).またそのMCMV系統の純化は通常の方法では非常
に難しいことが示されている13).本報のアブラムシで伝搬されないN系の純化も,MCMV
と同じように,CS系では純化が容易な方法でも.非常に困難であることが認められた.N
系統の純化には葉の搾汁液及び遠心分錐の沈殿の溶解に用いる緩衝液を改変することによ
って,純化ウイルスが得られた.しかし,N系は不安定で,壊れ易い傾向が見られた.dsRNA
の分析の結果から,CS系とN系のそれぞれに感染した植物に,CMVで知られている2)
ものと同じ4種の dsRNAが検出された.Lかし.CMVIYで見られるような Sa〔eH〔e
RNAは兄いだされなかった.両系統の粒子の外披蛋白質や核酸の解析など,更に詳しい研
究については別に報告する予定であり,本報では主としてウイルスの同定と病原型につい
て記T&することに留めた.
以上のように,sero亡ypeが同じで,違った病後を発現する2つのCMVが同じ棺物に混
合感染して自然に存在していたことは,これを1種のみのウイルスと判定されやすいこと
から,ウイルスの判別 .同定に当たって,また蛋白質や RNAの解析に当たって供試ウイ
ルスの種類を確実に把握しておくなど,十分な観察と注意をもって,実験に当たらなくて
はならないことを示しているといえる.
摘 要
スターチスのモザイク病束汁液をツルナに接捜したところ,同じ接穐葉上に退色斑点と
えそ斑点の2つのタイプの局部病斑が形成された.それぞれの局部病斑の病原ウイルスを
単離してウイルスの同定実験を行ったところ,両者ともCMVと同定された.そこでツル
ナに退色斑点を生ずるウイルスをCS系統,えそ斑点を形成するウイルスをN系統と名づ
けることにした.両系統は,寄主範囲の試験で,局部病斑並びに全身感染における病徽発
現に大きな違いが見られた.即ち局部病斑は.多くの宿主で,CS系統 (CS系)で.'土退色
斑点,N系統 (N系)ではえそ斑点になる場合が多かった.また全身感染では,タバコ,
トマト,Daturastramonium,ツルナ,センニチコウなどでかなりの通いが見られた.ア
ブラムシ伝搬試験では,CS系は容易に非永続伝搬したが,N系では失敗した.粗汁液中
での安定性は,CS系では不活化温度が65-70℃ (lo牙),希釈限度が10-4-10-5,保存限
度が2-4日であったのに対し,N 系は不活化塩度が55-60℃ (lo牙),希釈限度が10~3
-10-4,保存限度が2-4日であった.タバコを宿主に用いたとき,N系はCS系の感染
を干渉したが,N系とCS系の混合汁液をタバコに接種したとき,両者が同時に感染増殖
した.CS系は純化が容易で.多足の粒子が得られたが,N系は純化がやや困難であり,
また粒子がやや不安定であった.両系統の粒子は径約29nmの球状であった.血清反応試験
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は CMV-Y (Y serotype)抗血清及び CMV-Cat(Pserotype)抗血清を用いて寒天ゲ
ル内二重拡散法により,CS系,N 系,CMV-Y及びCMV-Calの相互反応試験を行った
ところ.CS系とN 系の沈降帯は CMVIY のそれとゆ合し,それらとCMV-Calとの間
に Spurが形成された.CS系とN 系のそれぞれに感染 した植物に, 4種類の dsRNA が
検出された.その 4稚類の dsRNA の分子蚤は CMV-Y のそれらと同じであった.しか
し,両系統からSateHiLeRNA は兄いだされなかった.
以上のことから,血清学的には同じserolypeで.病徹発現の過った2つのタイプのCMV
が同じ植物に混合感染 していたことを認めた.
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ComparisonofTwoStrainsofCucumberMosaicVirusIsolated
from aSingleStaticePlant
NarinobuINOUYE,TakanoriMAEDA,HarmHuTT【NGAandK6jiMITSUトlATA
Summary
Bothchloroticspotsandwhitenecroticspotswereproducedonasingleleafof
Teわ喝'OniaexpansathatWasinoculatedwithsapofastaticeplant(Limoniumsp,)
showingmosaicsymptoms.UsingthelocaHes10ntransfermethod(10consecutil′e
cycles)pureiso一ateswereobtainedfromthechloroticspots(CSisolate)andthewhite
necroticspots(N l'solate).ThehostrangeandthesymptomsoftheCSandtheN
isolatedifferedconsiderably,CSandNpr10ducedchloroticspotsandnecroticspots,
respectively,OntheinoculatedleavesofT expan5a,ChenoPodium quinoa,CltnLlw
la･nalus,CucurbitamoschGla,C.i)ePoandNicotianaglulinosa.Systemicsymptoms,
differentforCSandN,wereproducedonN.labacum,Lycot,e?,siconesculentum,Dalura
stramonium,T.expansa,andothersCSsystemicalyinfectedT.e頑ansa,butN
producedonlylocarinfections,
SapofleavesofN tabacumcv.WhiteBurleyandcv.SamsuninoculatedwithCS
wasst川infectiveafter10minat65℃butnotafter10minat70℃:atthedilut10n
lO~4butnotatlO~5:andafter2daysat20℃butnotafter4days.Sapofsimilarleaves
infectedwithNwasstillinfectiveafterl10minat55℃butnotafterl10minat60℃.
atthedilulionlO~3butnotatlOL4:andafter2daysat20℃ butnotafter4days,
CSwasreadilytransmittedinanon-persistentmannerbytheaphidMyzuspers2'cae,
NwasnottransmittedbyM,persicae(2,640aphidstested)andAph,lsgosypi(60aphids
tested).ThevirusparticlesofCSandN inpurifiedpreparationswerefoundtobe
sphericalandabout29nmindiameter
CScouldnotinfecttobaccoalreadyinfectedbyN.However,bothCSandNcould
infectandmultiplysimultaneouslyin'WhiteBurley'and'Samsun'wheninoculated
together.
CSandNbothreactedwithaCMV-Yantiserum Tnagargeトdiffusiontestsnospur
formationoccurredbetweenCMV-Y,CSandN.dsRNAanalysesshowedthatboththe
CSandtheNstrainhavefoLlrViralRNAswithsizessimilartothoseofCMV-Y CS
andNhadnosateliteRNAs
OnthebasisoftheseresultsbothCSandNwereidentifiedasstrainsofcucumber
mosaic＼′irus,Bothstrainsmultipliedinthesamestaticeplantnaturaly.
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Explanationofplates
PlateI
1 Mosa】csymptomsonstaticeplantnaturaHyInfectedwlthbothstralnSOfCMV
2,Systemicsymptomsonstaticep)antInducedbytheCSs[raLnOfCMV.
3 SystermcsymptomsonstatlCePlantInducedbytheNstrainOfCMV
4 LocaHesions(chlorotlCSpotsandnecrot)cspots)onleafofTeLragomaexPansaInoculated
wlthsapofthedlSeaSeds亡at1CePlant
5 Localchlorot)cspotsinducedbytheCSstrainonT expans(I.
6 Localnecro[lCSPO〔slnducedbytheNstrainOnT.e坤ansa
7.SysternicsymptomslnducedbytheCSstrainonT exf,ansa,ShowingchlorotlCSpotsand
falntneCrOSISaroundthesespots.
8 SystemicsymptomsinducedonNz■cohanaJabacum cv.WhiteBurley
Left Nslratn.right CSstraln
P一ateII
1 SystenlicsynlPtOmSInducedbytheCSstrainofCMVonjVg/lLl2nOSa,Showlngmosaicand
malformaいon
2 SystemicsymptomslnducedbytheNstrainofCMVonN.g/乙LEmosa,showingchlorotic
spots,mosalCandcrlnkle
3.SystemicsymptomsinducedbytheCSstra)∩onLycope7JSICO〃eSCulenlum,showlngfern
leaf.
4.SystemicsymptomsInducedbytheNs亡ralnOni esCulenltlm,showingnlOSalC
5 SystemicsymptomsnducedbytheCSstl･a)nOnCuLurblLamoschala.showingchlorotic
SPOts.
6 LocalchlorotICSpotsinducedbytheCSstrainonCi/γut/uslaTlalus
7 LocaLnecrolicspo〔sinducedbytheNs【ralnOnC.lanalus.
8.LocalleslOnSlnducedonC moschalaLeft necrot1CSPOtSbytheNstralTn,right■falnt
chlorotlcspotsbytheCSstraln
9 LocallesionsInducedonVLgnaSeSqulPed(I/LS
Lefl necroticspotsbytheCSstraln.right needle-pointnecroticspotsbytheNstra)n.
PlateIt
SystemlCmOSalCSymptomsinducedbytheCSstralnOfCMVonZmniae/eg仔nS.
SystemlCSymptomsinducedbytheNstrainofCMVonZ.elegans,ShowingfaintmosalC
LocallesionsInducedbytheCSstrainonComphγenaglobosa,show)ngnecrotlCSpots.
LocaHesionsInducedbytheNstrainonCa/obosa,showlngWhilenecrosis
SystemicsymptomsJnducedbytheNstrainonG8/Obosa,showinglargenecroticareas.
LocalchloroticspotsinducedbytheCSs【rainonChenopodwtm quinoa
LocalnecrotLCSpotsInducedbytheNstrainonC quinoa
Pla亡eⅣ
卜2 Agarge卜d)ffuslOntests.
Yas CMV-Yantiserum,Cas-ant)serumloCalanLhestralnOfCMV(CMV-Cat),CS CS
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strain,N'Nstra]n,Y CMV-Y(Yserotype),C CMVICal(Pserotype)
3-4.Partlalpurifiedvirusparticles 3-CSstrain,A-NstralnBarrepresents50nm
5.ElectropherogramofdsRNAsisolatedfromCMVIY｣nfectedTe,tpansa(A),CS-infected
T.e*ansa(B).N-infectedT e.申ansa(C),CS-infectedN./abactlm cvSamsun(D),N-
infectedN./abacumcvSamsun(E),CS-infechさdN,glu/l'nosa(F),N-InfectedN glu/LnOSa
(G),andTMV-infectedN /abacumcvWhlteBurley(H),respectively.
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